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【ご挨拶】 

 

坂出市長 

有福 哲二 殿 

 

現在、坂出商工会議所青年部(坂出 YEG)は、48 名のメンバーが集まり商工会議所活動の

一翼を担うとともに、自企業と地域経済の発展のために活動を続けております。 

商工会議所青年部の綱領に「次代への先導者としての責任を自覚し 地域の経済的 

発展の支えとなり 新しい文化的創造をもって 豊かで住みよい郷土づくりに貢献する」とあ

ります。2019 年新型コロナウイルスの蔓延が始まり以降の経済的打撃から、かすかに回復

の兆しが見えてきた 2022 年ではありましたが、年度当初はまだまだ回復の道のりは遠く、

社会も経済も大転換を迫られているという実感がありました。そうした背景の中で、綱領

にあるように「豊かで住みよい郷土づくりに貢献する」には何をすべきか、どうするべき

かを模索し、提言書という形でまとめさせて頂きました。 

構想から 100 年、四国の架け橋、瀬戸大橋は大きな希望の中 3４年前坂出市に開通しま

した。流通環境が大きく変化し本州との通勤・通学・物流など様々な経済効果がありまし

たが坂出市は瀬戸大橋開通後 34 年間人口減少や商店の減少など、様々な制約に直面してい

ます。2021 年から坂出市は働く街・住むまち「選ばれるまち」の実現を目指している中で、

坂出商工会議所青年部は、「地域経済活性化」「教育・子育て重点都市」「坂出市のブラン

ド力の向上」「デジタル化推進」の 4 つのテーマに絞り議論を重ねてきました。委員会メン

バーで様々な調査研究を行い、関係部署の公務員との意見交換等を通じて、論点の絞り込

みと精査を行い、2 つの提言をまとめました。 

坂出市が、公民連携による再生に向けたまちづくりを進める中で、この提言が郷土坂出

をより良い方向に導き、地域の経済的発展の一助となることを心より願っています。 

本年度は「Smile 未来志向 地域と共に、笑顔のために」をスローガンに活動を実施して

います。今後とも青年部活動に益々のご理解の上、協力を賜れば幸いです。 

結びに本提言書作成に際し、ご支援ご協力を賜りました全ての皆様に感謝と御礼を申し

上げ、ご挨拶とさせて頂きます。  

令和 5 年 2 月 24 日             

坂出商工会議所青年部 

会長 大前 正臣 
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【政策提言の背景】  

坂出商工会議所青年部は、昭和５５年設立から４２年間、青年経済人の立場から坂出

市の企業や地域を取り巻く諸課題解決のための意見・建議活動を行ってまいりまし

た。こうした活動を経て、青年らしく経済人らしい考えを政策提言という形にして発

信できるように下記の点を重視して作成を開始しました。 

 

①商工会議所青年部「YEG」は政策提言団体であり、初めての政策提言を通して坂出

市に「政策提言団体としての坂出ＹＥＧ」を認知して頂く。 

 

②地域の課題について考え、それを乗り越えるための術を民間の経済人たる YEG から

政策提言という形で示していくことで、よりよいまちづくりに貢献し、公民の連携を

深めていく。 

 

③持続可能な商工業の発展及び、まちづくりを推進する為にも坂出 YEG では政策提言

を実施して、地域・行政・商工の視点から社会的存在意義を示し、地域に必要とされ

る団体となるための存在感を出していく。 
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提言 1 「坂出市マイナンバーカード普及促進の実施」  

【１】提言の背景 

今年度、坂出商工会議所青年部では「地域経済活性化」「教育・子育て重点都市」「坂

出市のブランド力の向上」「デジタル化推進」と、提言すべき 4 つのテーマを作りまし

た。「坂出市マイナンバーカード普及促進の実施」は、このテーマのうち「地域経済活

性化」へとつながり、「デジタル化推進」に該当いたします。 

マイナンバーカードは、身分証明書や健康保険証、そしてオンラインの行政手続きが

出来る公的なカードとして活用することができますが、それ以外にも高松市の「フリ

ーアドレスシティたかまつ」の構想を始め、多くの自治体でマイナンバーカードを利

用した DX 推進事業が進められています。その普及率を高めることは、坂出市のデジ

タル化への第一歩となると考えられます。 

しかし、現状ではまだまだカード作成手続きの煩雑さや手間、個人情報漏洩の危惧か

ら申請を見送っている市民も多く、交付率は 58.8％（2022.12 月末時点）に留まって

います。県内ではさぬき市 64.1%、東かがわ市 63.1%、全国では宮崎県都城市 88.7%

と交付率に大きな差をつけられています。坂出ＹＥＧは、坂出市とともにマイナンバ

ーカードの普及を促進し、坂出市のデジタル化、経済の効率化、活性化を目指しま

す。 
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【２】マイナンバーカード普及の現状 

2022 年 12 月末時点の坂出市のマイナンバーカードの交付率は 58.8％となっていま

す。香川県の交付率 56.9％と比べるとやや高い交付率となっています。 

全国で比較すると 1,741 市町村のうち、坂出市は 633 位となっているのが現状です。 

 

資料※1 
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【３】国の DX 化への取り組み 

内閣府は、2022 年 12 月 15 日付でデジタル田園都市国家構想交付金 デジタル実装タ

イプ制度の概要を発表しました。 

「デジタル田園都市国家構想」の実現による地方の社会課題解決や魅力向上の取組を

深化・加速化する観点から、従来の３交付金を「デジタル田園都市国家構想交付金」

として位置付け、構想実現に向けて分野横断的な支援を予定しています。 

 

 

資料※2 
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交付金の要件として、新規の追加要素もあります。 

 

資料※3 

注目するべき点は、赤枠で囲んだカード交付率要件です。 

申請率 7 割以上や、交付率全国平均以上を交付金の申請要件と定めています。 

今後、坂出市民の生活の質の向上、定住人口の増加、移住促進、そして地域経済の活

性化を考えた時に、坂出市の DX 化無しには考えることができません。上記の一例だ

けではなく、今後、国から地域へと交付されるデジタル関連の交付金の要件には、高

いマイナンバーカードの交付率が必須であると考えられます。 
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【４】マイナンバーカード普及促進に向けた提言 

2021 年 9 月から始められている「マイナンバーカード出張申請のご案内」について、

坂出市内の法人・団体・高齢者施設（入居タイプ）に坂出商工会議所青年部から働き

かけ、出張申請の周知や、申請の取りまとめを行います。そして、坂出市には現在の

対象者 10 人からの出張条件を緩和してもらい、複数名からでも申請できるようにハー

ドルを下げてもらえるよう提言いたします。 

出張申請の利点として、申請後、自宅にマイナンバーカードが直接届くので、市役所

へ受け取りに行く必要もなくなります。 

【５】期待される提言効果 

「坂出市マイナンバーカード普及促進の実施」の提言効果には、マイナンバーカード

の普及を促進することで、DX 化への意識が高まる効果を期待しています。 

商工会議所に所属されている企業を中心に、マイナンバーカード普及（出張申請）の

広報を青年部よりさせていただきますが、その際に、今後のマイナンバーカードを所

持することの重要性、DX 化への第一歩になることを同時に説明し、企業にとって、

坂出市の DX 化の一助となる意識をもっていただくことに繋がることを期待します。

また、坂出市に新設された「公民連携・ＤＸ推進室」の活躍は、各企業の DX を利用

した業務効率化、生産性向上へのハードルを下げることが期待できます。デジタルの

可能性は無限であると考えています。しかし、活用していくには坂出市だけではな
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く、民間企業の DX 化への意識を高くもつことが必要です。まずは、香川県内のマイ

ナンバーカード交付率 1 番の市となれるように、公民連携の形を作っていきたいと考

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

資料※1 総務省 HP「マイナンバーカードの市区町村別交付枚数等について」 

(2022 年 12月末時点） 

 

資料※2 ※3 内閣官房・内閣府総合サイト 地方創生 

デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ TYPE123 等）制度概要 
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提言 2 「教育に携わる方々に感謝の気持ちを届けたい」 

【１】提言の背景 

「教育に携わる方々に感謝の気持ちを届けたい」という提言は、坂出商工会議所青年

部が必要だと考える 4 つの提言テーマの内「教育・子育て重点都市」と「坂出市のブ

ランド力の向上」に該当する提言です。 

坂出市が目指す都市型について、坂出商工会議所青年部でアンケートを取った結果、

「教育・子育て重点都市」に 47.8％の票が集まりました。これは、私たち青年部が子

育て世代であることが第一に挙げられます。 

また、少子高齢化、人口減少に伴う零細・中小企業の後継者不足や労働力の低下も見

られる中で、今後も坂出市の教育の質を落とさないことをブランド力として発信し、

定住人口・労働人口を確保していく必要性を感じていることが挙げられます。 

 

【２】教育環境について 

それでは、現在、坂出市内の教育環境はどのような状況にあるのでしょうか。 

以前に比べて学校や教職員の方々に求められる役割は拡大し、その内容も複雑化、多

様化してきています。加えて、新学習指導要領における外国語教育、道徳教育の充実

や、「主体的・対話的で深い学び」への対応など、取り組むべき課題は年々増加してい

ます。 
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今般、さまざまな場で指摘されていますように、長時間にわたる勤務が常態化されて

おり、このことが教育に携わる仕事への魅力を低下させ、教育への熱意をもった優秀

な人材の流出が懸念されています。実際、全国的にも教員採用選考試験の教員の競争

率（採用倍率）は、低くなっている傾向にあります。 

公立小学校 2022 年度（2021 年度実施）では、2.5 倍と、過去最低を更新したことが

2022 年 9 月 9 日、文部科学省の調査結果より明らかになりました。 

 

資料※4 

＜全体的な概況＞  

◆ 学校現場での勤務時間の客観的な把握が徹底できていない。  

◆ 月 80 時間を超える時間外勤務を行っている教職員が相当数存在する。 

また、副校長・教頭の勤務時間が長くなっている。 

◆ 時間外の業務内容としては授業準備や成績処理、部活動が主な要素である 
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◎時間外勤務が月 45 時間又は 80 時間を超える教諭の割合 

区分 小学校 中学校 高等学校等 特別支援学校 

45 時間超 81.9% 88.9% 67.1% 25.3% 

80 時間超 33.5% 57.6% 37.6% 2.2％ 

資料※5 

【３】提言内容 取り組みについて 

平成３０年３月 教職員の働き方改革プランに向けて、香川県高等学校ＰＴＡ連合会会

長・香川県ＰＴＡ連絡協議会会長の連名で以下のメッセージを発信されました。 

ＰＴＡは学校の一番の応援団です。子どもたちの健やかな成長のために、私たちは学校と

の連携に一層取り組んでいきたいと考えています。  

保護者にとって、子どもが健やかに成長していくことは大きな願いです。 

そのために学校教育が重要であり、教職員が健康を損なうことなく、毎日元気に 

いきいきと子どもたちの指導にあたっていただくことを切に願っています。  

しかし、保護者の中には、教職員の正規の勤務時間を知らないため学校はいつでも対応し

てくれるものと思う人や、部活動は授業の一環であると考えている人がいるのも現実です。  

そこで、保護者に対して、教職員の現状を伝えることや勤務時間や部活動の 

位置づけなどについて正しい情報を提供し理解してもらうことが、働き方改革 

についての理解を深めることになるのではないでしょうか。  

ＰＴＡとしては、子どもたちが質の高い学校教育を受けることができるようにする 

ため、教職員の働き方改革を積極的に応援していきたいと考えています。 

坂出商工会議所青年部として、教職員と接する機会の多い保護者の方々に、その労働

環境を知っていただき、共により良い教育環境を作っていく必要があると考えます。

その一助となるように、教育機関へ連絡を取る際の正しい知識、また、上記のメッセ

ージの意図を分かりやすく発信できるチラシ（漫画）の制作を提言致します。 
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チラシ（漫画）の内容として 

・チラシのタイトルを分かりやすく（応援しよう！）的にして、前向きな内容 

として受け止められるように工夫する。 

・学校への正しい連絡の取り方（時間・内容）を明記する。 

・坂出市の教職員の労働環境を伝える。 

・1 枚だけで終わらせずにシリーズ化させる。できれば年間を通して定期的に。 

・カラフルなイラストを使用する。下記資料※6 を参考に。 

・各種相談窓口を紹介する。 
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資料※6 
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【４】期待される提言効果 

チラシを継続的に配布することで、市内の学生保護者へ「教職員の方々への仕事への

正しい理解」を促すことが出来ます。今後さらに加速していく教育現場の変化にも、

保護者の方々から協力や応援を得られやすくなります。 

また、平成 29 年に文部科学省で行われた「公立小学校・中学校等教員実態調査研究」

よると、小、中学校を問わず、保護者・PTA 対応が、教員の抱えるストレスの多くの

部分を占めると報告されています。下記の表からは、保護者、・PTA 対応が業務にあ

る日はほかの業務と比べても最もストレス値が上昇していることが分かります。 

資料※7 
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保護者・PTA からの声がけやふるまいが、このチラシを通じて前向きに変化していく

ことで、教職員の皆様の負担が少しでも減ることを期待しています。 

 

この提言によって、坂出市の未来を担う子どもたちを教育する教職員を保護者が応援

できる町になる一助になりたいと思います。教育環境の改善を目指すこの前向きな姿

勢が、坂出市で子育てを考える世代を動かす原動力になります。そして、いつかその

熱意、努力、思いやりが周りにも伝わり、坂出市の魅力へと昇華していくのではない

でしょうか。 

小学生の給食費無償化と共に、温かく思いやりのある教育環境を坂出市の魅力として

アピールし、子育て世代の人口増加を目指します。 

 

 

参考資料 

資料※4 香川県小学校教員採用試験 結果より 

資料※5 香川県教育委員会 教職員の働き方改革プラン 

資料※6 文部科学大臣賞受賞｜PTA がつくった SNS チラシ 

資料※7 文部科学省「公立小学校・中学校等教員実態調査研究」（平成 29 年） 
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【まとめ】 

今年度、私たち「みんなの政策提言委員会」は、2022 年４月からの活動の中、坂出市

の魅力・課題・目指すべき未来といった様々な角度からまちの事について話し合いを

重ねてまいりました。 

 今回行う２つの政策提言は「坂出市マイナンバーカード普及促進の実施」 「坂出市の

教育に携わる方々に感謝の気持ちを届けたい」となりましたが、この内容からも分か

りますように、行政のみへの提言というより坂出市民、言わば私達への提言でもあり

ます。行政・坂出市民・坂出商工会議所が共に足並みをそろえて動いていかなければ、

日本の中からも香川県の中からも選ばれる存在感のあるまちになることができません。

今後、少子高齢化や人口減少といった厳しい社会情勢の中ではありますが、坂出商工

会議所青年部が政策提言を初めて行ったように、一歩ずつ前に踏み出し挑戦していく

ことが必要であると考えます。 

最後になりましたが、行政担当部署の皆様方との意見交換を通じて、今回の提言書を

まとめることができました。委員会メンバーと共に厚く感謝を申し上げます。 

 

坂出商工会議所青年部 

 みんなの政策提言委員会 委員長 前田 直宏 
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